
 

JALのみなさんと、お仕事の講話や折り紙紙飛行機教室を行いました。 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

令和４年度の第３回目の活動は、１９名の団員が参加してくれました。天気が良くとても暑い

日だったので、水分補給や適宜休憩を入れながら開催しました（体調不良者がでなくてホッとし

ました）。 

今回は、毎年の人気講座の１つである「JAL講座」を行い、日本航空株式会社釧路支店のみな

さまにご協力をいただきながら、飛行機の飛ぶ仕組みや CAのお仕事についてのお話、アナウンス

体験や折り紙紙飛行機教室を体験しました。整備士による飛行機の飛ぶ仕組みのお話は、パワー

ポイント、実際の道具や飛行機の模型を使用していたため、子どもたちも興味津々な様子で説明

を聞いていたり、飛行機に関するクイズの場面では、積極的に手を挙げて発言している様子が見

られました（とても詳しい団員もいました）。 

また、折り紙紙飛行機教室では、飛行機の飛ぶ力や風の受ける量を多くすることを意識しなが

ら、紙飛行機を作り、最後に全員でどれだけ遠くに飛ばせるかを競い合いました。普段の創作活

動や体験活動では、学べない専門的な講座だったため、空に関することを学べたことは、子ども

たちにとってとても貴重な体験だったと感じています。また、コロナ前のように、観光旅行など 

で飛行機を利用することが待ち遠しくなりました。 

（編集者 吉田 綾稀） 

 

 

 

 

 

 

わんぱくアドベンチャークラブ 

６月講座活動報告 

JAL講座 
感想一覧 

・飛行機がすごかった。紙飛行機を飛ばすのが楽しかった。（１年生） 

・折り紙紙飛行機を飛ばしたことが、楽しかった。（２年生） 

・楽しく飛行機の事を学べた。（３年生） 

・紙飛行機で遊ぶのが、楽しかった。飛行機に乗りたくなった。（５年生） 

・飛行機がどのような仕組みで飛んでいるのか、普段知れないことが分かった。（６年生） 



 

＊活動の様子＊ 

 

 


